
幸田町地球温暖化対策実行計画（第4次計画）の進捗状況

１　実行計画概要

⑴ 根拠法令 地球温暖化対策の推進に関する法律第２１条第１項

⑵ 計画期間 令和６年４月１日から令和11年３月３１日まで

⑶ 対象範囲

⑷ 削減目標

２　令和７年度実施状況

町が行う全ての事務事業。ただし、指定管理者制度施設を除く外部に委託する事務

事業及び社会福祉協議会等の法人・公社の事務事業は、削減目標非設定とする。

令和10年度までに温室効果ガス排出量４４．０％削減（平成25年度比）
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　幸田町では、平成２１年度から５か年計画として幸田町地球温暖化対策実行計画を策定しています。平成２６年度～30年度

に第2次計画、令和元年度～令和5年度を第３次計画として策定し、令和６年度より第４次計画を実行しているところです。ま

た、第３次計画から、削減対象とする温室効果ガスを二酸化炭素だけでなく、メタンと一酸化二窒素を加えた３種類としていま

す。

　令和7年度の温室効果ガス排出量は4,482t - CO2となり、第４次計画の削減目標においては、基準年度である平成２５年度

比44％削減値の3,301t - CO2を目指しています。

　要因別構成比からもわかるように、電気、重油、LPガスが大きく割合を占めています。令和１０年度の目標数値である

3,301t - CO2を達成するためには、公共施設への太陽光パネルの積極的な設置や、公用車の次世代自動車化が課題と考えて

います。今後も職員への省エネ推進や施設管理者への施設省エネ化のさらなる推進をしていきたいと思います。
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